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当社では国税関係書類（領収書等）の
スキャナ保存に関する法的要件を満たす
システムを開発し、税務署への申請・承
認を経て運用を開始した。この経緯およ
びシステム内容について以下に紹介する。

システムの概要
電子帳簿保存法に則したスキャナ保
存制度の承認件数は、全法人の 0.07％
（2017年度末時点）と少なく、その中で
も自社開発システムでの申請はほとんど
例がない。今回、旅費交通費と交際費の
立て替え精算を、従来の紙書類による運
用から、複合機のスキャナ、ワークフ
ロー、経理仕訳等を連携させたシステム
に移行した。
システム化にあたってはペーパレス
化、ワークフロー運用、経理処理連携、
領収書のスキャン画像化など多くの開発
要素がある。また取り扱う対象が国税関
係の書類であるため、電子帳簿保存法の
要件を満たす機能を実現する必要があっ
た。

今回は領収書をスキャンデータとし
て保存する、いわゆるスキャナ保存制度
の適用案件であり、【図 1】に示す各要
件を考慮して構築した。本案件は、2018
年 12月の税務署への申請後、2019 年 4
月よりみなし承認となり運用を開始して
いる。

従来の課題と開発の概要
出張旅費、交際費（会議費を含む）等
の申請・精算に関する一連の処理は従来、
紙フォームで運用していた。紙の運用に
よる非効率、内容のブラックボックス化、
誤りの発生などもあり、また内部統制強
化の観点からもシステム化が望まれてい
た。
今回、一連の作業をシステム化して情
報の相互連携を可能にするとともに、以
下の業務課題の解決を目的とした。【図2】

・申請、承認に関わる業務の簡素化とス
ピードアップ

・自動仕訳連携（科目設定、負担部門配

賦などを含む）による経理処理の容易
化とミス防止

・自動単価設定および集計計算の自動化
により誤りと手戻りを削減

・「駅すぱあと」の組み込みによる運賃
確認の容易化とチェックの簡素化

・伺いと精算の情報連携による内部統制
強化

・ワークフローによるペーパレス化
・領収書のスキャナ保存による電子帳簿
保存法への対応

・各種実績情報のデータベース化による
分析の可能化

今回の機器・システム構成は【図 3】
のとおりである。機能開発後の新業務フ
ローは【図4】のような運用とした。ま
た開発機能の一覧を【図5】【図6】に示す。

技術的なポイント
タイムスタンプ
タイムスタンプは、刻印された時刻以
前にその電子文書が存在していたこと
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図1　スキャナ保存要件



6

（存在証明）と、その時刻以降に当該文
書が改ざんされていないこと（非改ざん
証明）を証明するものである。

タイムスタンプは、時刻認証業務認定
事業者（TSA、国内 6 社）の提供サー
ビスを利用した（e-timing EVIDENCE 
3161 PDF Lib-W ／アマノセキュアジャ
パンを使用）。インストールした実行ファ
イル（dll）に対して、コマンドライン
引数を指定して実行することでタイムス
タンプが発行される。

タイムスタンプは、コマンドプロンプ
トで指定のコマンドを実行すると、結果
がコマンドプロンプトの画面に表示され
るが、毎回手作業では引数を入力できな
いので、コマンド自体は入出力ファイル
名をパラメータで渡す形で与えるととも
に、実行結果をテキスト出力する方法で
実現した。

これについては、Mr.XRAY の「552_
パイプを使用したコマンドラインのリダ
イレクト」（http://mrxray.on.coocan.jp/
Delphi/plSamples/552_PipeRedirect.
htm）を参考に実装した。【図 7】

処理の成否は、得られた Text に含ま
れる文字列によって判断した。なお、今
回利用したサービスでは PC の Bit 数に
応じて実行ファイルを使い分ける必要が
あるため、あらかじめ PC の Bit 数を取
得し、判定している。【図 8】

また申請者、スキャン画像チェック
者、承認者以外の者による処理内容の妥
当性検証が定期的に求められるため、規
程を整備するとともに、システム的な検
証機能（タイムスタンプによる改ざん履
歴確認を含む）と検証履歴を残す機能も
実装した。

QRコードの活用
領収書の電子画像のスキャナ保存が、

今回の開発の目玉である。領収書の電子
画像は、対応する支払データと連携させ
る必要がある。支払案件ごとに付与した
ID を QR コード化して台紙に印字し、
領収書を貼付したあと、スキャナ読み取
り保存を行う。この方法により領収書画
像と支払データの連携を実現した。QR
コードは、スキャンした領収書画像
PDF のファイル名設定にも利用できる。

領収書貼付用の台紙はExcelでフォー
ム設計しており、QR コードはフリーの
アドインツール（QRimgAdd）で作成

した。
ただし、現在入れ替え途中の新しい

PC に搭載される Excel（バージョン
19）では上記アドインツールが利用でき
な い の で、「Google Chart API の QR
コード作成機能を呼び出す URL」でオ
ブジェクトを作成する方法により対応し
た。【図 9】

全 PC の入れ替え完了までは、インス
トールされている Excel のバージョン
に応じて、2 種類のフォーム用 Excel
ファイルのいずれかを自動選択して呼び
出すようにした。【図 10】【図 11】

アドインツールを使用した Excel テ
ンプレートを利用する際には、PC ごと
にアドインファイルの保存と Excel オ
プションの参照設定を事前に行う必要が
あり、若干汎用性が失われる。

XEROX複合機との連携
XEROX 複合機のスキャナ機能で読み

取った領収書画像を今回のシステムと連
携するために、「ApeosFlowService」（最
新版はApeosWare Flow Management。
以下、Apeos）というミドルウェアを活
用した。

これは読み取った画像の加工、整理、
分類、配信、OCR、QR コード読み取り、
読み取り履歴のテキスト出力など、さま
ざまな処理を高い自由度でルール化し、
複合機本体のスキャン画像の一時保存領
域（BOX）と紐付けて処理する。【図 12】

使用予定の全複合機に領収書のス
キャン画像取り込み用 BOX をあらかじ
め作成し、以下の処理ルールを設定した。
Apeos はサーバー上のサービスとして
常駐し、BOX を取り込み元として監視

（30 秒ごとにポーリング）する。読み取
られた画像データがあれば、取り込んだ
うえで次の処理を実行する。

（1）  QR コードの内容を読み取り、変数
として格納（ハイフン等で分割され
ていれば複数属性として取得）

（2）自動正立
（3）PDF 変換
（4）  ファイル名設定（QR コード取得変

数）
（5）サーバーの指定フォルダに保存
（6）  読み取り条件等をテキストファイル

に出力

（1）の QR コード内容の読み取りに
ついては、読み取った複数ページの文書
中に QR コードが認識されると、次に
QR コードが現れるページの前までを 1
文書として区切れる。ただし 1 ページ中
に 2 つの QR コードがあると、エラーに
なる。
（6）は、電子帳簿保存のスキャナ保

存の要件として規定されたスキャン条件
（解像度、読み取りサイズ等）を担保す
る履歴として残すためのもので、後に
IBM i のデータベースに取り込む。

カラーでのフォーム印刷必須化
電子帳簿のスキャナ保存の要件とし

て、24Bit カラーでの読み取りが要求さ
れているが、Apeos で出力するスキャ
ン履歴のテキストファイルではこの情報
を取得できない。このためスキャン用の
台紙中にカラーサンプルを印刷し、ス
キャンされた画像がカラーで読み取られ
ていることを目視のうえ、その確認履歴
を残すこととした。【図 13】

Delphi アプリケーションでフォーム
設計した Excel を起動し、Excel 側の
マクロで台紙の印刷を自動実行する。
Excel のマクロで常にカラー印刷となる
ように制御するのは難しいので、あらか
じめデフォルト設定をカラー印刷にした
プリンタ情報をパラメータとして Excel
側に渡し、出力プリンタをマクロで指定
するようにした。【図 14】

駅すぱあと連携
旅費精算業務では、運賃明細の申請後

にネット等で各区間の料金を調査して記
入することが多く、また運賃をチェック
する側でも同様の調査が必要となる。今
回、駅すぱあと SDK を Delphi のアプ
リケーションに組み込み、指定区間の料
金を取得できるようにした。駅すぱあと
SDK の組み込みについては、すでにミ
ガロ．テクニカルアワード 2011 で事例
紹介されており、同様の方法で開発を進
めた。【図 15】

ここでは、駅すぱあとで取得したデー
タかどうかを判別できるように工夫して
いる。これにより申請金額の妥当性判断
を容易にし、チェック負荷の軽減を狙っ
た【図 16】。また駅すぱあとで指定する
出発地と到着地の履歴を保存し、これを
ComboBox の候補として選択可能にす
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図3　機器・システム構成

図2　システム概念図
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その他の考慮事項
要件を満たしたスキャン画像の取得

複合機でのスキャンデータで、常に定
められた要件を、すべて満足する条件で
読み込むには、解像度、カラーモード、
ファイル形式などを正しく設定する必要
がある。しかし手作業の場合、設定の間
違いなどで必ずしもルールどおりに運用
できない危険性がある。このため、複合
機の一連の各設定をまとめてメモリ登録
する機能を利用して、条件設定のバラツ
キが生じないようにした。【図 27】

資格に応じた日当、手当設定
当社では出張などの日当、宿泊手当な

どは資格に応じて単価が定められてい
る。従来、この単価はシステム上に反映
されておらず、社内規程に準じて計算し
記入していたが、精算頻度の少ない社員
や昇格直後の社員などが間違って申請す
るケースも多く見られた。

今回、既存の社員マスターから参照す
る資格と新たに設けた資格ごとの単価マ
スターにより、正しい単価が自動設定さ
れるようにした。

経理システム（仕訳データ）連動
経理部門のシステムも、同じ IBM i

を利用した社内開発システムである。今
回の精算システムでは、申請内容に基づ
く仕訳データが比較的容易に作成でき、
IBM i で発番される仕訳データ ID の取
得・更新も可能であるため、内容確認の
うえで仕訳データ作成と仕訳帳発行を自
動的に行えるようにした。

従来は申請者（立替本人）が作成した
精算書をもとに、事務スタッフが経理仕
訳を入力していたが、この処理は不要と
なった。また交際費等は 1 人当たりの負
担金額により、勘定科目の妥当性が判定
できるようになった。

ゴルフ利用税と部門間按分の考慮
仕訳データでは税計算の有無により

明細行を分ける必要があるが、ゴルフの
場合、領収書内に明記される利用税を二
重に税計算しないように内数から差し引
いて、それ以外の金額と 2 行分の仕訳
データを作る必要がある。

今回、精算システム上で総額と利用税
の金額をそれぞれ入力することにより、

ファイル内のメッセージを点滅状態
（Timer でカラー変更）でフォーム上部
に表示する。

死活チェックで NG の場合は、サー
バーの指定フォルダに相手 PC 名をファ
イル名に付加して保存する。受信者側は、
次にアプリケーションを起動する際に
サーバーの指定フォルダを確認するよう
になっており、自分の PC 名のファイル
があれば同様にメッセージを表示させ
る。【図 21】【図 22】【図 23】

受信者は、ワークフロー上で自身の処
理待ち状態となっているレコード分のみ
をリストで確認でき、Grid 上で選択し
た対象のPDF表示で内容を確認できる。

【図 24】

スマートフォン連携
電子帳簿保存のスキャナ保存制度で

は 2016 年より規制が緩和され、入力装
置としてスマートフォン、デジタルカメ
ラなどが認められている。ただしこれら
の機器を使用する場合は、受領してから
以降の処理の猶予期間が短いこと（受領
者本人が処理する場合はタイムスタンプ
の付与までの期限が 3 日以内）もあり、
今回の一連の開発では入力機器の対象外
とした。

ただし、ワークフローの査閲・承認用
の機能を Android アプリとして開発し
ている。【図 25】

スマートフォンでも申請フォームの
内容や領収書が PDF ファイルのイメー
ジで参照できるように、TWebBrowser
コンポーネントの利用を試みたが、
PDF ファイルは表示できないことが判
明した。これはミガロ . のサポートによ
り、intent という機能を使用した手法に
より実現できた。【図 26】

スマートフォンでの査閲・承認処理で
のワークフローデータベースの更新は
PC と同様であるが、メールおよびメッ
セージ通知方法が異なる。

通知先 PC の死活チェック等を直接ス
マートフォンから実行するのは難しいの
で、通知すべき内容を DataSnap サー
バー経由でデータベースに書き込み、常
駐起動する PC のアプリでそのデータ
ベースを Timer 監視し、レコードがあ
ればレコードの内容に応じて通知し、
メールを送付するようにした。

ることで、入力を省略した【図 17】。さ
らに料金計算結果取得のオプションとし
て、IC カード使用の有無を選択できる
ようにした。

ワークフロー処理
内部統制の強化、処理スピードと効率

アップのために、従来の紙ベース処理の
フォームを極力踏襲しながら、PDF ファ
イルをベースとしたワークフロー機能を
組み込んだ。処理 ID と紐付いたファイ
ル名で PDF 化した申請書フォームおよ
び領収書は、TWebBrowser を利用し
て確認できるようにした。【図 18】

電子帳簿保存のスキャナ保存では、経
費の申請者、領収書の確認者（スキャン
実行者）、最終承認者が重複せず相互牽
制を働かせる必要があり、承認ルート設
定時のエラーチェック機能が必要とな
る。また、経理担当部門の支払い処理前
の確認履歴も残せるようにし、チェック
漏れがないように実装した。

ワークフローについては、社員コー
ド、処理（申請）ID、処理実績日、進
捗ステータス、摘要などの項目を備えた
データベースファイルを新たに作成し、
申請・承認等の各役割の社員のアクショ
ンに応じてレコードが更新されるととも
に、次の担当者に処理（判定）を促す仕
組みとした。【図 19】

次に処理すべき担当者に早く気付か
せるため、社内メールに加えて、通常使
用している Delphi アプリケーションの
フォーム上部に、ブリンク（点滅）する
メッセージを割り込ませる仕組みを作っ
た。【図 20】

連絡メッセージは、社員マスターとシ
ステム機器一覧 DB からメールアドレ
ス、PC の IP アドレスを送信先として
取得し、パラメータ化した申請データよ
りメッセージ内容を作成する。社内メー
ルには Web メールを利用しており、被
通知者は任意のタイミングで確認できる。

一方、フォーム上部で点滅するメッ
セージは、送信側が Ping 機能で受信
PC の死活チェックを行い、繋がってい
れば相手 PC の指定フォルダに指定テキ
ストファイルを保存（すでにある場合は
メッセージ追記）する。

受信者側のアプリケーションは上記
フォルダを TShellChangeNotifier で監
視しており、変化があれば指定テキスト
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図5　組込み機能一覧（1）

図4　業務フロー図
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・スキャナによる電子化文書保存規定
・業務チェックシート
・スキャナ保存の事務処理にかかる検査

報告書（兼対策書）
・職責簿

最後に
今回の開発に際しては、単に業務の利

便性向上を目的とするだけではなく、電
子帳簿保存法からの法的要件も満足させ
る必要があったが、当初は法律の解釈、
運用ルールの決め方などがわからず、手
探り状態であった。

同業者等でも参考にする事例がな
かったため、富士ゼロックスに相談のう
え、税務署に申請するまでに数回のコン
サルタントを依頼し、承認に繋げられた。

また、袖山喜久造氏の『改正電子帳簿
保存法完全ガイド』と、ビジネス機械・
情報システム産業協会 ドキュメントマ
ネージメントシステム部会発行の解説書

（※ 1）を参考にした。
ミガロ . からの技術サポートで実現し

た機能も多く、各関係者に謝意を表した
い。

※ 1
『電子帳簿保存法スキャナ保存制度　

解説と検討の手引き〜国税関係書類の電
磁的記録の保存に向けて〜』（別冊を含む）

 M

自動的に 2 行の仕訳データを作成するよ
うにした。

また、費用の目的によっては複数の部
門で按分することがある。その場合は該
当部門ごとに仕訳データを作成していた
が、按分対象の部門と按分比率を指定す
ることで、必要部門分の仕訳データを自
動作成するようにした。

過去履歴コピー、事前申請連携機能によ
る入力容易化

出張では固定の取引先や例会など、同
じルート・交通機関を利用して定期的に
訪問するケースも多い。したがって過去
履歴の参照・コピー機能により、日付等
の最低限の修正を行うだけで申請手続き
が行えるようにした。

また、交際費の使用および宿泊（日当）
を伴う出張では事前申請を義務づけてい
るが、精算時は事前申請内容の再利用に
よる補助入力を可能とし、精算分に対す
る事前申請情報が関連して確認できるよ
うにした。

税務署への申請について
税務署へ電子帳簿保存法スキャナ保

存制度の適用申請を行うには、適正な運
用体制の整備とシステム構築が求められ
る。システム構築要件を大別すると、「真
実性」と「可視性」を満足させる必要が
あり、それぞれについてさらに細かい要
件が規定されている。【図 1】にその概
要を示すが、これらを担保するシステム
の実装、運用ルール、マニュアル、規程
の整備等が必要である。

所定フォーマットでの申請書のほか
に、要求されている要件を満たしている
と確認できる添付書類の提出および国税
の担当者（技術官）への説明が求められ
る。当社で用意した申請書類の一覧を下
記に記す。今回はさらに各要件に対する
添付資料の説明箇所と対応方法をまとめ
た一覧表【図 28】を準備し、提出した。

・スキャナ保存の承認申請書（控え）
・旅費・交際費精算システム設計仕様書
・旅費・交際費精算システム操作手順書
・業務フロー図
・タイムスタンプサービス契約手続き書

類
・旅費・交際費精算にかかる事務処理規

程
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図7　タイムスタンプ発行および結果取得方法

図6　組込み機能一覧（2）
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図11　Excelのバージョン値図10　Excelのバージョン判定方法

図9　ExcelにQRコードをオブジェクトとして挿入（ExcelのVBA）

図8　パソコンのBit数を確認する方法
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図13　24Bitカラーでの読み取り確認方法

図12　XEROXスキャン機能およびApeosFlowService機能

図14　カラープリンタからの強制印刷方法（Excel VBA）
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図17　出発地、到着地の入力省略（履歴格納）

図16　駅すぱあと情報取込み明細（例）

図15　駅すぱあと情報取込みフォーム
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図18　ワークフロー査閲・承認画面

図19　新規作成データベース一覧
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図21　ワークフロー査閲・承認画面（PDF表示例）

図20　ワークフローメッセージ通知
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図22　メッセージ通知処理（死活チェック、ファイル送付）
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図23　Ping処理（死活チェック）
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図24　ワークフローメッセージ通知処理内容
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図25　Androidスマホでのワークフロー機能

図26　AndroidでのPDF表示方法
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図27　メモリ機能によるスキャン条件一定化

図28　スキャナ保存制度要件対応の要約説明資料（抜粋）



22

図29　参考 事前申請および（申請者用）承認状況確認画面

図30　参考 出張旅費精算申請画面
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図31　参考 交際費精算申請画面

図32　参考 今回開発システムの運用対象書類


